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畑中美穂 新連載 

マガジンの存在は以前から気になって

いた。そこに昨年 12 月、京都芸術大学で

の団士郎さんのご講演を拝聴。「50 年続

けてきたこと」のお話と、マガジンにも触れ

られた。日を経ずしてサトウタツヤ先生か

ら「常時執筆募集！」のお知らせ…。「よし、

私も 50 年、続くものを（⁉）」とその一つに

マガジンへの投稿を決めた。ところがどう

にも筆が進まない。連載ということは、初

回の原稿はとても重要に思う。連載のイメ

ージや、書き手の私はどういう人物である

かということ、全体の雰囲気やトーン、方

向性などを意識せざるを得ずどうもスタイ

ルが定まらない。 

と、ある日。それまでの苦悶がうそのよ

うにするっと書けた。土台となる原稿があ

ったからということでもないと思う。その時

の、「これ」という感じにしっくりと沿うもの

であるように思われた。この印象で今後も

連載が続くかはわからない。しかし、1 回 1

回、その時どきの自分の感じに馴染む文

章を丁寧に綴っていけば、そのうちに“何

か”、色らしいものがみえてくるのではな

いか。“50 年の、はじめの一歩”。未来を

描くこともゆるやかに、自由に。書くことを

続けること、そのようになりますようにと願

う。お仲間に入れていただいてうれしく存

じます。皆さま、どうぞよろしくお願いいた

します。 

一語一絵 

ｐ３３５～ 

米津達也 新連載 

コロナ禍やまぬ 3 月 1 日、朝刊紙面は

3.11 から間もなく 10 年を報じているが、

心地よい小春日和の町を行けば、今日は

県内公立高校の卒業式だそうだ。 

コロナ禍でも、多くの 18 歳が新たな社

会に出て行くと思うと、なんだかとても羨

ましく思う。 

後悔のある無しに関わらず、18 歳に戻

れたらチャレンジしたかった事は沢山ある

気がするが、60 になったら、40 代でやっ

とけば良かったと同じように思うだろうか

ら、やれる事は今やっておくことだ、そう思

って慣れない執筆作業に掛かりました。 

映画監督になりたかったケアマネージ

ャーが、出会った人生の諸先輩方の生き

方や物語について描きます。どうぞ宜しく

お願いします。 

川下の風景 

ｐ３３２～ 

高井裕二 新連載 

今号から連載をさせていただく運びとな

りました。生まれも育ちも大阪府。現在

は、福祉系大学で助教として勤務しなが

ら、福祉コースのある高等専修学校で非

常勤講師もしています。 

日光アレルギーで日に当たることがで

きないために一年中長袖を着ています。

色白で、かつ目の色素も薄いためにハー

フと思われることが多く、高等専修学校の

生徒からは「ウェンツ」とあだ名を付けられ

ています。 

生徒からいじられている体験も含め、

福祉教育に携わる中で日々感じているこ

とを言葉にしていこうと思っています。これ

からよろしくお願いします。 

福祉教育への挑戦 

Ｐ３３８～ 

本間 毅  

先の第４３号の中で、私は高名な「河合

隼雄」先生のご尊名を「河合隼男」と誤変

換していました。不快な思いをさせてしま

い、河合先生のご親族ならびにユング派

の研究者ご一同様には深くお詫び申し上

げます。改めて我が身のそそっかしさを反

省しつつも、敢えてお叱りさえなさらぬ皆

様の寛容さに心より感謝する次第です。こ

れはフロイトの言う「錯誤行為」などではな

く、私の単純な不注意です。 

対人援助学会での私の発表は、2015

年秋の第７回大会まで遡ります。その後

の年次大会や定期研究会で中村正理事

長は、私を「医師というより、実存的な発

言をする人」と皆さまへ紹介して下さるよう

になりました。人が「実存的に発言する」と

は、「自他の個別性およびその可能性（本

質からの揺れ幅）を尊重し敷衍する」、平

たく言えば「個々の事例から覗える課題を、

過去の報告と照らし普遍的な議論に昇華

する」と理解すれば良いのでしょうか。こ

の中村正理事長のお言葉に対しては、近

日中に遠見書房から刊行予定の拙著『患

者と医療者の退院支援実践ノート』におい

て、私なりに回答することができるものと

考えております。 

次回の第４５号からは、上皿天秤と板

状分銅を駆使した「いにしえの薬剤師」の

ように、私が日々、退院支援研究と均衡を

保ち続けてきたリハビリテーション医療の

現場についてお伝えする予定です。 

そして今回は第 43 号の続編というか、

これから始める連載の番外編として第１２

回大会の企画シンポジウム➀と第４３号

で検討した、「乳児期の髄膜炎の合併症

である水頭症に対し複数回の手術を受け

たが障害は重くなり、コロナ禍の少し前に

50 年余りの生涯を終えた男性患者 M さん

と、そのお母さん」の関係を理解する手立

てとして、仏教的な説話を題材にした『阿

闍世コンプレックス』について述べさせて

いただきます。 

「阿闍世コンプレックス」再考 

Ｐ３２０～ 
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河野暁子  

この冬は何度も水道管が凍り、何度も

雪かきをしました。例年よりも寒さが厳し

いと感じていたところに、大きな地震があ

りました。いつ災害が起きても対応できる

よう準備はしているのですが、家が崩れる

のではないか、津波が来るのではないか

ととても怖かったです。 

別の日、この時期にしか取れない早摘

みワカメを大量にいただきました。このワ

カメは柔らかくて、さっと湯がいてポン酢で

食べると最高です。時に災いをもたらす海

は、美味しい恵みももたらしてくれます。も

うすぐ 3 月 11 日が巡ってきますね。 

この世界で生きるあなたへ 

～国境なき医師団の活動～ 

Ｐ３３０～ 

土元 哲平  

新型コロナの影響で、年始のオートエスノ

グラフィーとナラティヴについてのシンポ

ジ ウ ム (”International Symposium on 

Autoethnography and Narrative; ISAN”)を

はじめ、ほとんどの国際学会・研究会が

ZOOM やオンラインでの開催になりました。

対面でのライブ感が感じられないのは残

念ではありますが、学会・研究会へ参加

するフットワークは、とても軽くなったと感

じています。これを機に、これまで参加で

きなかった分野の研究会にも積極的に参

加するようにしたいと感じている今日この

頃です。 

キャリアと文化の心理学 

P２６１～ 

安發明子  

２月中旬、音声 SNSアプリ Clubhouse

の児童養護施設についてのルームでは

夜２2時に 214人も集い、施設について

話し合われていた。施設出身で現在施設

職員をしている人たち、そして YouTube

でも当事者たちの活動は活発だ。 

フランスも近年は特に当事者たちの

活動が政治を動かしている。2019 年 1

月にテレビで討論した施設出身の若者

は翌日マクロン大統領夫人から携帯電

話に連絡を受け、10 日後には児童保護

国家委員会が発足、彼も委員会のメンバ

ーに任命された。児童保護副大臣が新た

に置かれ、即全国調査を指示、同年のう

ちに 328 ページに及ぶ報告書が公開さ

れた。委員会は政府に児童保護に関する

国家政策を提言し、問題について意見を

まとめ、実施の動向を調査判断し、政策

がそれぞれの地域で一貫性をもって実

施されていることを保障することが課

されている。同年から児童保護分野に

100 億円追加予算が割かれ、全体では 1

兆円の予算となっている。児童保護国家

戦略も出され、そのサブタイトルは「全

ての子どもに同じチャンスと権利を保

障する」であり、冒頭には「子どもたち

の well-being は国が守る」と書かれて

いる。担当副大臣ができたことで、児童

保護分野のニュースが流れる度副大臣

がツイッターで反応するなど臨機応変

な対応がされるようになり、全国から陳

情や当事者の声も集まるようになった。

最近ではコロナによる影響がある間は

年齢や契約がすぎていても子どもを施

設や里親宅から退所させず支援を継続

させるという指示を出したり、大学以上

の進路を選択した退所者には月 7 万円

の生活費と学生寮が優先して与えられ

学費は免除になることを決定したり、状

況は改善しつつある。これまで国が方針

を決めても実施は県に任されていたの

が、国が指揮を取り直そうとしている状

況である。 

 
(写真は施設出身者と児童保護副大臣の 

テレビ討論 2021/01/27FranceTVより) 

フランスのソーシャルワーク 

Ｐ２６４～ 

玉村 文   

産育休を経て職場復帰をして初めての

年度末を迎えています。子育てと仕事と

の両立をしながら、なんとかやってこられ

たなというホッとする気持ちと、出産前の

ようには働けなかったなという自己不全感

をもちながら、この４月からまた産休に入

ります。出生率がまた減少しそうな今年、

コロナ禍での妊娠・出産について今号と

次号でレポートしたいと思っています。 

応援 母ちゃん！（１） 

P２５３～ 

川畑 隆   

ふとテレビをつけると、ある島のお医者

さんが、「ここの島には医者が僕１人しか

いないので（病気やワクチンをうつときに

は）僕にとっては無医村」と言っていたの

が面白くて、クスッと笑いました。でも今は

こういう話題で笑っちゃいけないのかなと、

部屋に１人なのに自粛してしまいました。 

 橋本聖子さんが新会長になって、自民

党を離党するというニュースを続けてやっ

ています。「しっかりと…」「しっかりと…」、

橋本さんだけではありませんが、他に使う

言葉はありませんかね。スケートやって自

転車もやって、子どもが６人、大臣やって

会長もやって、凄いエネルギーです、56

歳。 

 退職とコロナで社交性が落ちています。 

４月からまた毎週行くところができますか

ら、酒好性…じゃなくて社交性を磨きまし

ょうか、66 歳。 

「かけだ詩 ④」 

ｐ２４４～ 

天川 浩  

最近、自分がよくいっていたファミレス

が閉店した。500 円も持っていたら、軽食

とドリンクバーを頂けたが、やはり採算が

取れていなかったのだろう。コロナで客足

が遠のいたのも影響があっただろう。安

価で商品を提供するチェーン店ならでは

の苦悩がそこにはあったのかと思うと複

雑な思いになる。友人との待ち合わせ、

深夜に食事したり、私には、思い出深い

場所だっただけに残念です。これからも店

舗運営に厳しい時代になるのでしょうか？

人生の１ページになってくれたあのファミ

レスにお疲れさま、と言いたいです。 

ブルーグレーの肖像 

P２４９～ 

篠原ユキオ   

冬眠状態でいたカメが水槽の水面から

にゅっと頭を出しているのに気がついた。

近づくと慌てて首を引っ込めた。お腹も空

いているのではとカメのエサを少量水面

に落としてやったが、じっと眺めているだ

けである。まだ目が覚めたばかりでうつら

うつらの状態なのだろう。こいつは娘たち

が小さい時に縁日で買ってきたもので、も

う何十年もウチに居る。一昨年の春に猫

たちが近所に住む次女の新居に引き取ら

れていってからはこいつが唯一の同居人

となった。夏場は朝夕の餌やりの時に言

葉を掛けるのだが冬場は半冬眠状態にな

りコミュニケーションは無くなっていた。テ

レビでは今日大阪に春一番が吹いたと言

うニュース。ボクはこいつの目覚めで近づ
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く春を感じている。   

 

HITOKOMART 

ｐ２５７１～ 

原田 希  

昨年6月から牧場スタッフになった25歳

の女性。単身千葉から、酪農に強い関心

を持って来てくれました。2月に初帰省で

きたらいいな、と言っていたけど緊急事態

宣言で叶わず。ないないづくしの残念な空

気を入れかえたく、オホーツク海へ流氷船

に乗りに行きました。デッキに上がると白

銀の大海原、シベリアからの潮風。オオワ

シにアザラシ！スタッフちゃんのマスクの

下にビッグスマイルが見えました。朝4時

から仕事をしたのち、往復4時間かけて網

走へ。3時間滞在してすぐ帰宅。16時から

の夕方の搾乳に滑りこみセーフ！という

超ハードスケジュールでしたが、仕事と遊

びを意地でも両立する酪農家精神をバッ

チリ体験させられました。家族も友達もい

ない土地で一所懸命自分の居場所を作ろ

うとしている彼女に、昔の自分を見るよう

で。これからもいろんな角度からエールを

送りたいです。 

 

左端がスタッフちゃん♪ 

原田牧場 Note 

ｐ２３７～ 

工藤 芳幸  

 先日、第 23 回言語聴覚士国家試験が

終わりました。養成校教員として学生さん

たちの国試受験勉強をサポートしてきまし

たが、まるで個別指導塾の講師のような

もの。国家試験でかなり心身を消耗する

ようで、毎年のように体調を崩すことばか

りでしたが、今年は今日までのところ無事

です。毎年少しずつですが、国試対策が

できる範囲を拡大中。国試対策のために

日本語学の本を書いました。ここ 2 か月、

メール返信が滞ることばかりでした。 

もうすぐ東日本大震災から 10 年。そろ

そろ地元の宮城に帰って地元の友人と飲

みにでも行きたいものですが、今は大阪

を出ることも宮城に入ることも簡単ではあ

りません。3 月 11 日をどのように迎えよう

かとぼんやり考えいるところです。 

そして、目下、不登校中の次女。ごくま

れには登校しています。担任の先生がい

ろいろとやってくださって、宿題プリントを

ポストに投函してくれることもあります。次

女曰く、「学校が爆発すればいいのに」と

いう思いがある子は結構いるのだそうで

す。だからオンライン授業が望ましいと言

います。ただ、オンラインが手放しで良い

とも思いません。テクロノジーで解決でき

そうなこともあることは承知していますし、

解決できそうなところはどんどん解決すれ

ばよいと思います。より一層、ＩＣＴ化が進

むことで、オンライン特有の問題も出てく

るかも知れません。もうすぐ中 3 になるの

で、今後どんな進路の可能性があるのか

自分で調べているようですが、私も時々ネ

ットで情報収集しています。 

みちくさ言語療法 

P240～ 

高名祐美  

３月末で今の職場を退職する。大学卒

業後に就職し、３８年間働いてきた職場で

ある。仕事をやめるというのが人生初体

験。総務課から退職手続きの説明をうけ

ながら、いろいろ面倒だと感じている。一

番は健康保険である。「３月３１日に IC カ

ードと保険証を返却してください」と言われ

た。なんだか寂しかった。続けて「健康保

険については、任意継続をとるか国民健

康保険に加入するかです。市の保険課窓

口で自分の保険料を尋ねてください。任

意継続の保険料については給与明細で

短期・介護保険料を足して２をかけてくだ

さい。その金額と国民健康保険の保険料

を比較して安い方を選んで手続きをしても

らったらいいです。」と説明を受けた。自分

が患者さんに良く説明をしていたパターン

である。自分が説明を受ける側になって

いることが新鮮だった。私はわかりやすく

患者さんに説明できていただろうか。ふと

思った。 

退職に関して次に思うことは、定期収入

がなくなることである。年金が支給される

までにはまだ期間がある。これまでかなり

自由に生活してきた。その生活パターンを

改めていかないとと思うが、思うばかり

で、多分実践できない。まずは好きなだけ

本を買っていた習慣を改めようとは思って

いる。しかし本は読みたいので、これから

は図書館を利用しようと考えている。など

と思ってはいるが、長年続けてきた生活

習慣はそう簡単に改められないと感じる

今日この頃。 

MSWという仕事 

P232～ 

岡田隆介 

 自分の臨床は、これまでにいろんな機

会に学んだことの寄木細工だと思う。相当

な年月を経た寄木であるから、崩れるの

は時間の問題だ。そんなわけで、これを

機に自分流の寄せ木の組み合わせグセ

を眺めてみることにした。備忘録である。 

かつてステージにマイクを置いて去って

いった歌い手がいたが、それをまねて自

分も相棒マックをスリープさせる準備にと

りかかる（シャットダウンではない潔

さ！）。ちょうどネタも尽きかけていること

だし。 

エア絵本 

ビジュアル系子ども・家族の理解と支援  

P45～ 

小池英梨子 

穴が空いたり裾がボロボロになってた

気に入りのズボンたち。捨てたくないけど、

履けないよなーと思ってたら、知り合いの

猫ボランティアさんが治してくれました。め

っちゃ可愛くなってて最高に嬉しい で

す！！！好きな物を長く使えるのは幸せ

ですね。 

そうだ、猫に聞いてみよう 

P163～ 
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一宮 茂子  

【他者とのつながり】 

私は京都市内ならば常に自家用車か

徒歩で移動しています。あるとき同好会で

知り合った 80 歳代のお母さんと一緒に買

い物に出かける機会がありました。その

日は小春日和であったため、車に同乗し

てもらって嵐山まで遠出しました。彼女に

は息子や娘がいますが、結婚して独立し

て子どもはいないそうです。さらに半年前

に夫に先立たれて、ひとり暮らしです。足

が少し不自由なため、私が杖代わりにな

って片腕を組んで河川敷を散歩しました。

近くの食堂でお昼ご飯も一緒にいただき

ました。この間の私は亡くなった母を思い

出していたのです。生きていればこうして

一緒に腕を組んで歩くことが出来ただろう

にと。後日彼女から聞いたお礼の言葉で

印象深かったのは「息子や娘にこんなこと

をしてもらったことがない」、腕を組んで

「一緒にズンズン歩いたことが一番よかっ

た」と。さらに、このような経験を知人にも

話したようで「自分はうらやましがられて

いる」そうです。ひとり暮らしで寂しい思い

をしている彼女は、他者との密接な触れ

あいと交流を求めていたのだと思いまし

た。 

生体肝移植ドナーをめぐる物語 

Ｐ２０９～ 

松岡 園子 

夫が長く勤めた会社を退職することに

なり、少なくとも今年の秋ごろまでは家で

ゆっくりするとのこと。ゆっくりと休養ので

きる時間を過ごしてもらえれば良いなと思

います。 

今、目まぐるしい環境変化が起きてい

ますが、楽しみながら進んでいこうと思い

ます。 

統合失調症を患う母とともに 

生きる子ども(番外編) 

 Ｐ２０６～ 

杉江 太朗 

児童福祉の現場で働く杉江と言います。

職場には車で通勤しています。時間を調

整するために、一般道からサービスエリア

を利用できるようにと設置されている駐車

場で一服しています。その駐車場を利用

している方々は作業着姿で、サービスエリ

アの利用ではなく、そこを集合場所にして、

1つの車で乗り合って現場に行かれるとい

う、いわゆる工事関係者が多かったようで

す。そのため、停車しようと思っても、皆が

早朝から晩まで車を停めているため、空

きスペースがないことも多々ありました。

しかし、最近は、そのような車両が減って

おり、いつでも車を停めることが出来てい

ます。何か取り締まりをしたような形跡は

なく、同じように個々が車で来て、乗り合

われて行かれる方もいるのですが、明ら

かにその数が減っています。皆のマナー

が良くなったのでしょうか。それとも他に便

利な場所が出来たのでしょうか。いやい

や、そんなはずはありません。利用する

目的がなくなったと考えるのが自然です。

それは仕事が減ったことを意味します。社

会は歯車のようなもので、様々な影響を

受けて流動的に動いています。どんなこと

が作用して利用者が減ったのかは、想像

するしかありません。少なくとも皆がテレ

ワークになったわけではないだろうなとか

考えながら利用する毎日です。 

 

「余地」-相談業務を楽しむ方法- 

Ｐ２０２～ 

迫 共 

保育者養成校の教員をしており、今年

も保育実習が始まりました。コロナ対応を

しながら 60 名ほどが保育所・こども園・児

童福祉施設に行っています。大学はオン

ラインでも保育現場は対面が中心ですか

ら、実習指導も対面で行いたいところです

が、勤務校は 12 月以降、完全オンライン

になりました。模擬保育も充分できない状

況に。 

 学生に求めたのは、手遊びと絵本読み

聞かせをスマホで自撮りして学内サイト

（teams）にあげ、相互評価をするというも

の。ただ、何度も同じことはできません。

四苦八苦しながら事前指導を終えました。

今年度の学生が「コロナ世代」と（「ゆとり

世代」のように）揶揄されないために、頑

張って指導したつもりではありますが、は

てさて。 

保育と社会福祉を漫画で学ぶ 
P１９８～ 

朴 希沙（Ｋｉｓａ Paku） 

12 月末に、この間対人援助学マガジン

でも連載を続けてきましたマイクロアグレ

ッションについて、初の翻訳本を出版しま

した（ 『日常生活に埋め込まれたマイクロ

アグレッションーー人種、ジェンダー、性的

指向：マイノリティに向けられる無意識の

差別』明石書店より）。 

 

この本の出版を機にマイクロアグレッシ

ョンについて紹介したり取材を受ける機会

も少しいただくのですが、そのたびに色々

と考えさせられます。今まで言葉にならな

かった”もやもや”に名前がつき、研究が

積み重ねられていることを知るのはエン
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パワーメントになると思いますし、何より無

自覚に誰かを踏みつけていたのでは？と

自分の日常をはっと振り返る機会にもな

ると思います。しかし一方で、これだけで

いいのだろうかとも思います。差別やマイ

クロアグレッションの実態を明らかにした

りその影響を知ったりすることからもう一

歩進んで、そのような環境の中でも力強く

生きている、周囲との関係を紡いできてい

るマイノリティの日常を元気づけられるよ

うな、そんな研究もできたらいいなと…そ

んな希望を胸に、4 月から子どもが保育園

に入り新年度を迎えるにあたって、新たな

気持ちで研究や活動に取り組んでいきた

いと思います。 

マイクロアグレッションと私たち 

休載 

浅田 英輔 

clubhouse が意外と面白い。毎晩、いろ

んなルームを聞き、時にはしゃべるほうに

参加したり。Twitter で広がったものが、さ

らに広がる感じ。心理って、凝り固まった

人が多いかと思ったら、そうでもない。い

ろいろなことにチャレンジしてる人がたくさ

んいる。声、しゃべりかたの好みがあるこ

とを再確認した。ネットの世界はまだまだ

広いもんだなあ。 

臨床のきれはし 

Ｐ１０４～ 

三浦 恵子 

東日本大震災から 10 年という記事や

報道が多くなされる時期になった。この 10

年という期間の捉え方は千差万別だと思

うし，むしろそれが自然だと思う。 

 日本全土を覆ったコロナ禍の中で迎え

る 10 年，ややもすれば忘れられるのが

怖い気持ちもあった。 

 「震災の時はね，まだみんなで分かち合

おうという気持ちがあった。でも，今回のコ 

ロナ禍は違う。限られたパイを奪い合うよ

うな話（マスクの買い占めなど）を聞くこと

が増え，とても残念に思う」 

 被災地でタクシー運転手をされている方

の言葉だ。我々はこの 10 年で何を学ん

だのかと思った。 

 そして今年２月１３日深夜に発生した地

震。最大震度は６を超えた。不安な中で

安否の確認などに追われるなかで，かつ

て「木陰の物語」届けるプロジェクトの編

集に協力させていただいた時，訪問させ

ていただいた障害者作業所の所長さんの

コメントが新聞の紙面に掲載されていた。

障害を持つ方々が災害弱者とならないよ

う，この 10 年の間にこつこつと取り組ま

れてきたことが記されていた。 

 コロナも自然災害も怖い。ただ闇雲に怖

がるだけではなく，できることをこつこつと 

積み上げていくしかないという気持ちを再

確認させられた。 

更生保護護官署職員 

（認定社会福祉士・認定精神保健福祉士） 

現代社会を『関係性』という 

観点から考える 

Ｐ１９２～ 

黒田 長宏 

 新型コロナでとばっちりを受けてばっか

りだ。現在のところ、一応私は病院スタッ

フをさせてもらっているので、マスクは一

般の方々よりは元々つけていたし、手指

消毒も慣れていると思うが、とうとうフェイ

スシールドまで付ける日々になってしまっ

た。思えば、ボクサー辰吉丈一郎氏は心

肺機能を高めるため年中マスクをして生

活していたのに、これでは優位性が無くな

ってしまったし、新型コロナが認知された

かなり早い時期から発明家ドクター中松

氏が某ＳＮＳにフェイスシールドをタクシー

の中で付けて移動している写真をアップし

たのを拝見して私は、やはり変わった人

なんだなあと思いながら写真をみたのに

も関わらず、もはやフェイスシールドは普

通どころか大事なアイテムと化してしまっ

た。やはりドクター中松氏はすごい人なの

かも知れないと思わされた。

https://konnankyuujotai.jimdofree.co

m/ 

あぁ結婚 

Ｐ１７６～ 

山下桂永子 

昨年の今頃は学校の臨時休業が決まっ

たばかりで、この執筆者短信にもそのこと

を書いていました。読み返してみるとただ

ただ不安におののいているなということと、

教育分野で心理士ができることは何かと

いう、前回から書き始めたこのテーマにつ

いての問いを立てていたようです。確かに

この十数年や

ってきたことに

対して、問いを

立てて検証し

ていくような 1

年になったよう

にも思います。

そのことをこの

対人援助学マ

ガジンで書い

て い け た ら と

思います。 

 の は ず が 。

今回は打って

変わってお金の話です。いや、そんなつも

りはなかったのですが、書き終わってみる

と「めちゃめちゃお金の話になってるやん」

と今更ちょっと恥ずかしくなっています。読

んでいただければ幸いです。 

心理コーディネーターになるために 

P１６０～ 

尾上明代  

とても美味しい無糖のピーナッツバター

が手に入ったので、クッキーを焼く予定で

す。ピーナッツバターを買ったところから

教えてもらったレシピをご紹介します。お

菓子を作ることは滅多にないので、すごく

楽しみです！ 

ピーナッツバター（常温）：80g 

砂糖：70g 

はちみつ 20g 

卵黄：1 個分 

小麦粉：100g 

きな粉：50ｇ  

ベーキングパウダー：小さじ 1/4 

1）常温に戻し、よくかき混ぜておいたピー

ナッツバターに砂糖を加え、よく混ぜ 

る。 

2）卵黄を加えよく混ぜたら、小麦粉・きな

粉・ベーキングパウダーを加え木べらな 

どでさっくり混ぜる。 

3）生地をまとめ、ラップなどで包み、冷蔵

庫で 1 時間ほど休ませる。 

4）クッキングシートを敷いた天板に、生地

をお好みの大きさに丸め、5 ミリくらいに 

伸ばす。 

5）170 度に温めていたオーブンで 12 分焼

いたら出来上がり！！ 

https://konnankyuujotai.jimdofree.com/
https://konnankyuujotai.jimdofree.com/
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ドラマセラピーの実践・手法・研究 

Ｐ７５～ 

松村奈奈子 

まだまだコロナコロナの日々。 

昨年末の事、いつも行く中華料理屋さん

で、店長から突然「助けて下さい！売り上

げが去年の 3 割しかないんです」と頭を下

げられました。「まじっ」と旦那と思わず目

を合わせて、ダイレクトなお願いに少々び

っくりしました。いや～、中華大好きだし、

ここの「焼き豚」が夫婦でお気に入りなん

です。それからというもの、我が家の食卓

にテイクアウトの「焼き豚」が頻回に登場

しています。いや～、様々な業界へのコロ

ナの影響、ほんまにどうしたらいいもんや

ら。 

精神科医の思うこと 

Ｐ１４３～ 

鵜野祐介 

長いようでもあり、あっという間のようで

もあるこの１年でしたが、１年前には聞い

たこともなかった ZOOM をなんとか使いこ

なせるようになったのは確かな収穫でした。 

うたとかたりの対人援助学 

Ｐ１７２～ 

柳 たかを 

DIY ファイアーピット 

 
奈良の家の敷地の周囲や庭に植えら

れた植栽や木々の剪定をサボると見栄え

も悪いし、葉が茂りすぎて風通しや陽の光

がさえぎられ木が病気にかかりやすくなり

ます。私が建てた家ではなくて妻の実家

ですが、土地が間口が約 18 メートル、奥

行きが約 25 メートルと個人の住宅地とし

ては広い。これらの木々の維持管理は私

の仕事だと思い、インターネットなどの情

報を頼りに頑張りすぎないをモットーに剪

定しています。 

驚くのは木々の成長の早さ、5 年前の

写真では大人の背丈より少し高い程度だ

った針葉樹カイヅカイブキが今や 5～6m

に。それ以上に成長した桑の木は途中か

ら 7 本に幹分かれして横に伸び広がり、2

本の枝がまもなく隣の JR の線路に届き

そうになっていました。 

そこで桑の木をメーンに伸びすぎた枝

を切り落とすことにしました。数日かかっ

てカイヅカイブキの切り枝もあわせると軽

トラックの荷台 4～5 杯分にもなった。さて

この少なくない量の木の枝の処分に困り

ました。 

市の焼却場に持ち込みましたが、数日

にわたり何度か通ううちに顔を覚えられ

て、「あと何台分あるの？」 

(エッ⁉…ただの剪定屑だけど…問題があ

るのかなぁ…ふーん)、まぁーここでこの職

員の事情聴取を受けるのも面倒かも…

「あーこれで終わりです！」 

それ以来、市のゴミ焼却場に持ち込む

だけでなく、家の敷地内で少しずつ剪定

屑の焼却処分できる設備を作ろうと思い

ました。ドラム缶を加工した焼却炉も考え

ましたが、敷地に余裕があるのでキャンプ

場の焚き火やバーベキューが楽しめるフ

ァイアーピットを作れないかと思い、炉の

周りをセメントと赤レンガで囲み、焚き火を

してない時でも見て飽きないものをと考え

ました。まだ完成ではありませんが試行

錯誤の末、出来たのが写真のものです。 

何度か廃材や剪定クズを燃やしまし

た。その熾火で焼き芋を焼き、懐かしい

昭和気分を味わっています。 

東成区の昭和 思い出ほろほろメモ 

Ｐ１５２～ 

小林茂  

北海道は２月も末となり、少しずつ日差

しにも変化を感じさせるようになった。そ

れでも、積雪となるような雪がドサッと降り

積もったり、風が冷たく凍えるような日もあ

る。早く雪が降らないような春らしい季節

が来ないかと思わされる。 

 最近の話題といえば、勤務する大学学

部の新札幌移転を来年に控え、これまた

勤務する幼稚園の移転と同居している協

会の移転が同じような時期に待ち構えて

いる。そのための会議や打ち合わせ、身

辺整理と、実際の引越以前に気持ちと頭

がせわしくなっている。あまり多くのことを

抱え込まないことが望ましいが、どうした

ものか。できることの限界を思い、自制が

必要に思うこの頃です。 

対人支援 点描 

Ｐ１４１～ 

中島弘美 

CONカウンセリングオフィス中島でおこ

なっている面接は約９０分、対面にてのカ

ウンセリングです。二度目の緊急事態宣

言以降は、それぞれの方の事情等により

面接スタイルを決めました。すると、オンラ

イン面接を希望される方はそれほど多く

ありませんでした。オンラインで安心して

やりとりをするためには、ハードルがあり

ました。 

まず、コミュニケーションツールのタブレ

ットやパソコンなどの操作に慣れているか

どうか、です。そして、自宅で周囲を気に

せずに話ができる環境を準備できるかど

うか、です。生活をしている家のなかは、

自分以外の家族のだれかがいるので落

ち着かない、そのことがなによりも高い壁

のようでした。 

一方、オンラインを希望された方の最

大のメリットは、移動時間を省けることでし

た。家から離れる時間を確保するのがむ

ずかしい事情の方は、オンラインを利用

するとこれまでかかっていた往復の時間

と体力的な負担がないことがとてもたすか

るとのことでした。 
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毎回、貴重な時間を費やしてカウンセリ

ングに通っておられることもわかり、相談

に来られている方の生活状況や環境、家

族理解を改めてしているところです。 

カウンセリングのお作法 

Ｐ３９～ 

団遊  

刑務所から出所した人たちの社会定着

支援を行う「定着支援センター」の支援員

さんに向けた研修講師をしました。もちろ

ん Zoom です。午前と午後で、あわせて 5

時間ほど。参加者同士のワークや発表も

たくさん採り入れたその中で、理解者と協

力者の間には、大きな谷があるのだなあ

と改めて感じました。 

理解はしてくれる、賛同もしてくれる、で

も、具体的な協力には至らない。「それと

これとは話が違う」。これはどの世界にも

当たり前にあることで、もし理解者の多く

が協力者になるのであれば、世界から飢

餓レベルの貧困はすでになくなっているで

しょう。 

具体的な協力が難しい理由は、拒む側

からいくらでも出てきます。その多くが、相

応に正当性があるものばかり。でもそこで

「聞いていただけただけで感謝です、あり

がとうございました」と言ってしまうと、ほと

んど進展はありません。その谷をどう超え

るか。鍵のひとつは、いくつもの協力方法

を用意しておくことだと思います。「松竹梅

を用意すると竹がよく出る」のは飲食店な

どでよく知られた話。例えば寄付を募る団

体なんかが、具体的な金額の案内の最後

に「せめていいね！ボタンだけでも押して

ください。1 クリックで 2 円の支援になりま

す」なんて案内しているのは、上手なバリ

エーションの作り方です。理解してもらう

のはそう難しくない、しかし協力者を募る

のは相応の創意工夫が必要だ、そんなこ

とをみんなでシェアしながら、具体的な作

戦を考える会になりました。（団遊）  

 

人を育てる会社の社長が、 

今考えていること 

P３６～ 

村本邦子 

大阪はまたもや緊急事態宣言で、どこ

へも行けなくなった。花もないし、寒すぎて、

散歩する意欲もなくなり、下手すると３～４

日家から出ないということもあった。仕事

ははかどるし、料理や編み物や映画も楽

しめるし、いいと言えばいいのだが、無性

にどこかに行きたくなる。一ヶ所にじっと張

り付いた生活は、やっぱり自分に合わな

いな。Facebook を見ていると、私と同じよ

うなタイプの人が他にもいることが見て取

れて、密かに笑っている。2 月に入り、菜

の花や水仙や梅が咲き始め、ちょっと外

に出てみようかなという気持ちが戻ってき

た。車でイチゴ直売所巡りをして、毎日お

いしい苺を食べている。少しずつ春に向

かっていく感じが嬉しいな。4 月になれば、

対面授業も戻ってくる。少しずつ新しい日

常へと移行していくことだろう。  

周辺からの記憶 ―東日本大震災 

家族応援プロジェクトー（２２） 

Ｐ１２３～ 

國友万裕 

 今、本当にイライラしています。実はも

うすぐ新たな単著が出る予定です。すで

に校正は終わっていて、あとは印刷だけ

です。本当のことを言えば、誕生日に合わ

せて出版したかったのですが、それは無

理だと言われ、3 月になりそうです。 

今更、出ないということはないとわかっ

ているんだけど、やはり心配です。ここま

で来てなんかのトラブルが起きて出なか

ったらと最悪のシナリオを想定して悩んだ

りしています。昔からこういう性格なんで

すよねー（笑）。 

本のタイトルは『マスキュリニティで読む

21 世紀アメリカ映画』（英宝社）です。友人

にこのタイトルを言うと、大抵の人から「マ

スキュリニティって何？」と言われます。知

識人であっても、この言葉を知らないんで

すね。マスキュリニティとは「男性性・男ら

しさ」の意味。とりわけ最近は「トクシック・

マスキュリニティ（有害な男らしさ）」と言う

言葉がアメリカではあちこちで使われてい

ます。これからは、この言葉を社会に浸透

させなくてはなりません。この本が少しで

もそれを担ってくれればと思っています。 

男は痛い！ 

Ｐ９２～ 

古川秀明 

講演会＆ライブができないので、このシ

リーズは前回から断念しています。今回

は団先生の zoom 講演会の感想を書かせ

て頂きました。とても勉強になりました。 

講演会＆ライブな日々 

Ｐ１１１～ 

西川友理 

京都西山短期大学で保育者養成をして

います。 

ここ数か月、全く関係ない別々の場所

で「クソバイス」ということばに 3 回も出会

いました。なんとなく感覚的にわかる、こ

の言葉のニュアンス。気になる言葉だなぁ

と思い、調べてみました。 

どうやら 2015 年にエッセイストの犬山

紙子さんが『言ってはいけないクソバイス』

という本を出したのが発端の様です。「大

きなお世話＆余計なひと言アドバイス。実

はそれ、相手を思いやっているように見え

て、上から目線の論を押し付けているだ

け、しかも言った本人はとても気持ちがイ

イ」あああ、わかる！それされるとめっち

ゃ嫌、にもかかわらず多分私もしたことあ

るあるある！！ 

誰かの相談にのる、だれかの問題解決

を目指す、といったことの意味やあり方を

考え直そうよ、問題をなくそうとするので

はなく、問題に付き合うという方法もある

んじゃないかな…という動きが、社会福祉

分野以外でも生まれているのかなぁと思

います。そういえば、伴走型支援という言

葉も随分メジャーになりました。 

今、『言ってはいけないクソバイス』は改

題されて文庫本で出ているらしいです。そ

の名も『アドバイスかと思ったら呪いだっ
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た』…うーん。もうこのタイトルだけでまざ

まざと蘇ってくる感覚があります。あるあ

るです。        

福祉系対人援助職養成の現場から 

ｐ６６～ 

坂口伊都 

マガジンの原稿の個人情報について言

われてモヤモヤした気分になりました。こ

こで、少し私の想いを紹介させていただき

ます。 

まず、里子に不利益が起きないようにと

いうことはいつも考え、言葉をどう選ぶか、

何度も読み返しながら書いてきました。ど

の回でも性別すら特定されないように描き、

里親である私自身の心情が原稿の中心

になっています。実際に体験することで、

私の中で感じていること、起きていること

を感情的ではなく、客観的に書くようにし

ています。そして、里子本人がこの原稿を

読むかも知れないということを気にかけて

きました。 

これから先、里子は児童福祉法の範疇

でなくなる年齢になっていきます。記録と

して残ることの意味はあるだろうと思って

います。里子自身が、その時はうるさいな

と思っていても、実は気にかけてもらって

いて、応援している人々が周りにいること

を少しでも感じてもらえればと願っていま

す。 

何を大事にし、どれぐらいの努力をして

形にしているか想像することもなく投げら

れる言葉を耳にすると、子どもが生きてい

くことへの支えを大人はどう作っていける

のかを本当に考えているのか聞かせて欲

しくなります。 

家族と家族幻想  

Ｐ１１８～ 

河岸由里子 

公認心理師・臨床心理士・北海道 かうんせり

んぐるうむ かかし 主宰 

【いつになったら】 東日本大震災から間

もなく１０年というところで、再び大きな地

震があった。二度目の大きな地震に、現

地の人々は本当に怖い思いをされただろ

う。北海道でも揺れがあった。この地震が、

東日本大震災の余震だという。この１０年

の間にもちょくちょく余震はあったが、ここ

まで大きいものが来るとは・・・。いつまで

も心休まることがない。 

東日本大震災後の支援で入った時、あ

の大きな大きながれきの山、山元町の駅

から見た土台のみの街並み、あちこちに

放置された車、そうした景色に圧倒された。

今も心に焼き付いている。避難所で、あの

時お話しした方たちは今どうされているだ

ろう？お名前も知らない。お元気でいらっ

しゃることを祈るだけ。十年ひと昔と言う

が、１０年経っても「昔」にはならない。同

様に胆振東部地震の支援でも、人々の心

に深く残る震災の不安。日本の何処かで

ちょくちょく起きている地震。日本人は地

震と共に生きるしかない。地震の隙間で、

今を、平穏な時間を大切に楽しむしかな

いのだろう。 

ああ、相談業務 

 Ｐ７１～ 

先人の知恵から 

Ｐ１６７～ 

岡崎正明 

年末に我が家に来たニンテンドースイッ

チ。今さらながら家族みんなでハマってい

るのが「あつまれどうぶつの森」いわゆる

「アツモリ」というやつである。 

 子どもらはモチロンだが普段はゲームな

どしない相方も、珍しく空いた時間を見つ

けてやっている。「夜１０時には店が閉ま

るから！」と急いで子どもを寝かしつけた

りと、中々の熱中ぶりだ。知らない人のた

めに言えばこのゲーム、特に目標が明確

でないというか、多様な過ごし方がアリと

いうのが大きな特徴だろう。大魔王を倒す

とか、高得点を出してクリアするとか、よく

あるゲームの定番ゴールはなく、釣りをし

たり、花を育てたり、部屋を好みに作り替

えたり、オシャレな服を集めたり…。思い

思いの過ごし方が目指せる。ゲームの世

界も私が子どもの頃より大きく広がったも

のだと思う。 

 

手塚治虫が子どもの頃は「マンガ」とい

うと子供だましのもの、いい大人が読むな

んて恥ずかしい！とされていたそうだが、

それを手塚はじめ、たくさんの先駆者たち

が質の高い作品を作り、今や日本の文化

として海外にも胸を張って発信するものに

なった。 

私たちがゲームに抱くイメージや感情も

不変ではなく、時代とともに変化するのだ

ろう。コロナ後の児童福祉の現場では、ゲ

ーム依存とかゲームの悪影響を聞くこと

が増えた印象だが、一括りに「悪」とする

のではなく、どうしたら弊害を減らし、ゲー

ムがあっても本人も周囲も幸せに近づけ

るのか。そこを模索していかないといけな

いのだろうと思う。 

役場の対人援助論 

Ｐ９９～ 

大谷多加志 

 今号から自分の連載に加えて、不定期

連載で「マガジン執筆者訪問記」を書いて

いくことにしました。前号の短信に“執筆

者を訪ねたい”と決意を記してから、比較

的短期間で実現するという、私としては珍

しい展開でした。普段なら帰省などの予定

が入る年末年始、コロナの影響でそれら

の予定が吹き飛んだことが、実現できた

一つの要因だと思います。これまで当たり

前にしていた行動を変えてみること。コロ

ナが与えてくれた功罪の「功」のひとつか

もしれません。 

訪問記を書いてみて、執筆者の方にお

会いしたいという思いは、さらに高まった

ように思います。今は第２弾に向けて準備

をしています。コロナが収束したら遠方の

執筆者の方のところへも足を運んでみた

いなぁ…と勝手に楽しみにしています。 

発達検査と対人援助学 

Ｐ１０７～ 

マガジン執筆者訪問記（１） 

Ｐ５～ 

馬渡徳子 

 二歳の孫の口癖が、「まっ、いいか」 

である。察するに、娘夫婦の口癖だ。 

 この言葉に、緊急性や重要性の大小は

異なれど、局面が硬直した際、すっかりと

頭が固くなった私たち夫婦は、随分と救わ

れる。 
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 先日、孫たちは、冬休みに YouTube を

観た後、お年玉を使って、クレーンゲーム

に行く約束をしていたらしい。だが、記録

的な豪雪のために行くことが叶わないとい

う事態になった。  

 その翌週、雪が少し収まり習い事が再

開、その送迎の際スーパーに寄っている

と、幼児向けの付録付きの雑誌に「クレー

ンゲームの工作」が載っていたのを、二歳

の孫が見つけてしまった。やれやれ、チャ

イルドカートの目線にうまく合わせて、商

品が陳列されているのだなあと感心する

ばかり。(笑) 

 二歳の孫「ねえね! これで、『まっ、いい

か』」と幼児向け雑誌を指し示して、ねえ

ね(7 歳の孫)に働きかける。 

 ねえね「いいもの見つけたね。これ、行

きたかったんだよね。でも、雪で我慢した

んだよね。一緒に遊びたいね。」と、応え

た。二人分のおねだり熱視線が、じいじ＆

ばあばに一斉にビーム! 

 じいじ「自分らで作れるんか? 途中で投

げ出すの、なしやぞ。じいじとばあばは、

老眼でできんぞ。」 

 ばあば心の言葉「あれま、買うんかいな。

子どもたちの時には、『してやりたくても、

しない。本と部活以外のものは、買うのを

ちょっと待たせる』んじゃあなかったっけ?  

孫は別格か。まあ、作るの面白そうやけ

ど」 

ねえね「大丈夫。数字の順番に作れば、

いいじ。もしも、できなんだら、じいちゃん、

理系やから、頼む。」 

<文系>じいじ・ばあば、<理系>パパ・じい

ちゃん、<芸術系> ママ・ばあちゃん 、    

おばちゃん・おじちゃん。 

孫たちの区分は、上記らしい。 

ばあば心の言葉「いや、どちらかというと、

芸術系に頼んだ方が…」 

「まっ、いいか」 

 結局、夕飯も風呂も、そこそこに、約二

時間かけて、セロテープや割り箸で、修

正・補強されたクレーンゲームが出来上

がり、孫二人は、そのままお泊りして、翌

日土曜日は、遊び倒した。 

 満足そうな孫たちを観ていると「甘やか

して」と娘夫婦に怒られそうだが「まっ、い

いか」と返してみせよう。 

「昔懐かしい光景」を思い出した。 

子どもの頃、「サンダーバード」というテレ

ビ番組があり、そこで観た光景は、移動式

電話、テレビ電話等は、現実社会に実現

しているので、驚きだ。とりわけ男子は、

そのプラモデルに夢中だった。当時にも、

子ども向けの雑誌付録に、紙で作る付録

があった。高価な可動式の基地付きのプ

ラモデルを持っている友人もいた。が、実

家は、そう簡単におもちゃを買ってもらえ

なかった。私は弟と、蒲鉾の板や、つまよ

うじ、アイスクリームの棒や、プチプチ(気

泡緩衝材)、牛乳瓶の蓋、綿や石ころに絵

具を塗って、夏休みに「基地」を作った。そ

して、その基地は、夏休みの工作コンテス

トで、表彰された。実家の母に電話をして、

「あの基地か賞状、まだある?」と問うてみ

た。 

母「床上浸水の時と、お父さんが亡くなっ

た時に、全部捨てたがいね。あんたあ、覚

えとらんの? あんたも、やっぱり還暦やね

え・・・(笑)」 「まっ、いいか」 

馬渡の眼 

Ｐ１４６～ 

団士郎 

Zoom で連続 6 回の講座 が 2021 年 1

月から始まった。平日の夜 20 時:30 分か

ら 22 時までの 90 分。季刊「かぞくのじか

ん」誌の読者を中心に、定員超えの 50 人

あまりの方に有料受講して貰っている。 

通常、援助職の人達に話すことが多い

ので、ここは少し趣を変えているつもりだ

が、大して変わらないと思う人もあるかも

しれない。 

もう一つの zoom 講演も 2 月 13 日、第

3 回目を迎えた。こちらは 20 年ほど前、

京都で開催していたトークライヴの 2021

年版だ。何を話すかはギリギリまで思案し

て決める。だから参加申し込みをして下さ

る方は、何の話をするのか分からないま

ま参加費を払うことになる。こちらも今のと

ころ毎回定員の 100 人を超えて締め切っ

た。私流の話芸として楽しんでもらいたい

思いがあるので、工夫をしていると楽し

い。 

Zoom なる発信手段が登場して、新たな

可能性が展開されていく感じだ。コロナに

よる変化も悪いことばかりではない。用心

しながら、コロナ禍の世界も満喫していき

たい。 

ホームページでコラムの連載も開始し

ていて、ウイークリーで２０回を超えた。８

００字くらいと決めているが、時々長い。 

ぜひ、ご覧下さい。各地の WS など、いろ

んなインフォメーションもあります。 

 更に、３月上旬には新刊「わが子が小学

校に上がる前に読みたい木陰の物語」が

発行された。既刊本とは違った本の作り

方になっているので、お楽しみ下さい。 

 

Family history (３) 

Ｐ５２～ 

鶴谷 主一 

僕の新しい仕事に動画編集が加わりま

した。保護者の来園が制限される中、動

画で子どもたちの様子を伝えるという使命

から始まったのです。ビデオカメラや

iphone で撮影した動画をパソコンに取り込

んで、場面切り替えやズーム、クローズア

ップしたい場面をスローで編集したりテキ

ストを入れたり･･･いま３ヶ月間無料で使

える「ファイナルカットプロ」というソフトを

使ってますが、３ヶ月後に買うことになる

んだろうなあ〜と思いつつ、使い方を

YouTube で検索しながら作業しています。

YouTube って皆さんがこぞって教えてくれ

るので助かりますねー！ 

原町幼稚園 http://www.haramachi-ki.jp 

メール office@haramachi-ki.jp 

インスタ haramachi.k 

ツイッター haramachikinder 

幼稚園の現場から 

Ｐ６２～ 

水野スウ 

 この冬は数年ぶりの大雪で、1 月は雪

http://www.haramachi-ki.jp/
mailto:office@haramachi-ki.jp
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かきに明け暮れました。その分、季節の

巡りが待ち遠しい。昨年 92 歳で亡くなった、

大好きな紅茶仲間さんが大切に世話して

きたクリスマスローズのひと鉢、お連れ合

いから引き継いでわが家に来ていますが、

鉢の中からうっすらピンクのつぼみが頭を

持ち上げて春を知らせてくれています。 

 写真は、ヒマラヤスギの足元にたくさん

落ちていた ceder rose（ヒマラヤスギのバ

ラ）。下の部分は次々タネを飛ばしてはが

れおちて、最後に残るのが先っちょのバラ。

その横にあるのは、ダイオウマツの松ぼ

っくりをリスがかじったあと。今回の原稿に

も登場する、通称エビフライ。どちらも冬

の置き土産ですね。 

  今号は、珠洲のお宿でしたワークショ

ップのことを。これまでも何度か同じプロ

グラムでしたことのあるワークですが、お

宿の場の持つ力と、このお宿家族が紡い

できた人と人の関わり方の力で、まさに一

瞬一会のワークになりました。私自身、こ

の時間を長く記憶しておきたくて、マガジ

ンに文字記録として残します。 

 

きもちは言葉をさがしている 

Ｐ８２～ 

山口洋典  

COVID-19 の 19 は 2019 年のことを指

すということを、時折忘れそうになることが

あります。コロナ禍と呼ばれるようになっ

て 1 年が経ち、1 年前には想像だにしな

かった仕事と暮らしを送ってきました。とり

わけ、これだけ列車や飛行機に乗らない

年はなかったように思います。特に、この

10 年は少なくとも月 1 回は東北に足を運

ぶようにしてきたこともあって、です。 

 そうした中、東日本大震災から 10 年を

迎えます。遠く、関西から思いを寄せてい

た者でさえ、あの日のこと、あるいはあの

日からの日々のことを色濃く思い出すこと

ができるのですから、現地の方々にとって

はなおのこと、胸騒ぎするところがあるの

ではないでしょうか。細くとも長く、つなが

りと関わりを大事にしていきたい、という思

いからいくつかの活動を展開してきました

が、その一つに、当時は京都を拠点として

いた NPO 法人アート NPO リンクによる

「アート NPO エイド」というものがあり、そ

の一環で山元町役場（宮城県亘理郡）に

て 2011 年 4 月 23 日に藤井光さんによっ

て撮影・投稿された岩見夏希さん（仙台市

立立木通小学校 5 年）の『ない』という詩

の写真が、今でも脳裏に焼き付いていま

す。既にアート NPO エイドは活動を終了

してしまったため、喪われたいのちと残さ

れたいのち、それぞれの尊さを改めて大

切にしていく決意として、インターネットア

ーカイブに保存されていた URL

（https://web.archive.org/web/201910210

01426/http://anpoap.org/?p=716）にある

写真を紹介させてください。 

 
 

ＰＢＬの風と土 

Ｐ１７８～ 

見野 大介 

 気づけばもう今年も４分の１が過ぎまし

た。今年は大きな変化が生まれる可能性

が出てきたので、その変化に対応しつつ

も仕事のペースは落とさないよう、ひたす

ら頑張りたいですね。 

ハチドリの器 

P4 

脇野 千惠 

コロナ、コロナと言われて、早いもので

1 年が過ぎました。今年の始まりから、仕

事と研究や実践に追われる毎日で、コロ

ナに罹っている場合ではありません。ワク

チン接種を優先的に受けられる身ですが、

私なりの対策を打って待つことにしようと

思っています。 

さて昨年は、家族の一人に難病である

ことがわかり、コロナと二重の困難に闘う

1 年でした。幸い日本でも数少ない治療

法によって、命にかかわることはないだろ

うとお墨付きをもらいましたが、コロナ禍で

の医療関係の人たちの懸命な治療に、感

謝しかありません。まさかと思っているこ

とが、我が家にも起きることがある。家族

のことを長く勉強していますが、色々な事

例から学んできたことが活かされました。

慌てず冷静に受けとめ自分なりに理解す

ることができたことです。長く生きていると

色々なことがあるなと思うこの頃です。 

こころ日記「ぼちぼち」partⅡ 

Ｐ２２９～ 

竹中 尚文 

坊さんがお経のあとのんびり坐ってい

る、というイメージを私は大切にしたいと

思っている。ヒマそうな顔をして坐るので

ある。例年のことだが、1 月と 2 月は忙し

い。お参りの約束がいっぱいで、お参りの

お宅を一歩出るとバタバタと走る。例年、2

月頃に息切れをして風邪をひいて寝込む

ことになる。今年は、コロナもあって気を

つけたからかも知れないが、2 月 20 日を

過ぎても風邪をひかなかった。と思ったら

風邪をひいた。風邪をひいたら、お葬式が

できて這々の体で出掛けた。イメージづく

りもあったものではない。不覚であった。 

路上生活者の個人史 

Ｐ８９～ 

中村正 

大学人としては定年準備期である。4

年後の今頃は研究室の片付けをしている

予定だ。さらにその後も生き続けるだろう

から、まったく社会から撤退することはな

い。その後の動きをどうするのかの準備

期でもある。 

立命館大学には法学部に入学した学

生時代からいることになるので長い。1977

年入学だからもう 45 年程になる。大学院

生、教員として過ごしてきた。長過ぎだろ

う。といっても内的には一貫しているもの

があると思っているので外形的なものが

変わるだけで、突然中身が充実するわけ

でも逆に穴が空くわけでもないし、学生や

院生は目の前にいるし、仕事も山のよう

に存在している。 

ただ、この 4 月より「研究専念教員」と

なる。2 年間は研究や研究指導中心で過

ごすことができる。コロナ禍でなければ海

外に出かける予定だった。これまで長期

の在外研究の機会を利用して、サンフラ

ンシスコ、シドニーと滞在してきた。S のつ

く大都市は憧れの街が多いと海外駐在の

方々はいう。残念ながらコロナ禍で三つ

目の S のつく大学都市にはでかけること

ができなくなった。せめて 2 年間のうちに

https://web.archive.org/web/20191021001426/http:/anpoap.org/?p=716）にある写真を紹介させてください
https://web.archive.org/web/20191021001426/http:/anpoap.org/?p=716）にある写真を紹介させてください
https://web.archive.org/web/20191021001426/http:/anpoap.org/?p=716）にある写真を紹介させてください
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海外調査ができるほどにはコロナ禍がお

さまって欲しいものだ。 

臨床社会学の方法 

P２６～ 

中條 與子 

ご無沙汰しています。もうすぐコロナ禍

になり一年が経とうとしています。今も感

染防止のためにマスクを装着することは

お互いの命のために大切です。マスク文

化のなかでの音声会話は、盲ろう者として

生きる当事者として不自由な状況が続い

ています。 

 このたび、きっかけがあり、音声会話を

する機会が増えています。 

 その事について前号時に書こうと思った

のですが、整理ができず、お休みをさせて

いただきました。正直、今もまだ整理がで

きていないので、整理を待っていたら一生

書けない気がしてきました。 

 今号は、なんとか言語化できるものは言

語化をして、書いてみようと思いました。

支離滅裂なところも多いと思いますので、

読みづらいと思いますが、どうぞ宜しくお

願いいたします。 

「盲ろう者」として自分らしく生きる 

ｐ２２５～ 

寺田 弘志  

書類作製も、対人援助の技術としては

重要なものだと思います。 

必要な書類であれば、できるだけ患者

さんの利益になるよう、懇切丁寧に書か

せていただいています。 

しかしながら最近なんちゃら機構から届

いたある患者さんに関する調査書は、A４

で８ページ、質問項目が山盛りでした。 

しかも解答欄が小さすぎるので、書式をワ

ードで作り直して入力しました。 

新型コロナの感染防止対策の徹底で

時間に余裕がない中、回答書を作るのに

１０日以上費やしました。 

文字カウンターで見たら、１２０００字。４

００字詰め原稿用紙にすると３０枚分で

す。３０枚というと大したことないかなと思

いましたが、今回の本文の記事は文字カ

ウンターで４０００字。およそその３倍なの

で、やっぱ私にしたら大したことありまし

た。 

 接骨院に心理学を入れてみた 

Ｐ１８４～ 

浦田 雅夫 

1 年のなんと早いことか。コロナで突如

の学校閉鎖。あれから、もう 1 年。遠隔授

業や蜜を避けた対面授業、学生も教員も

慣れないことによく頑張った 1 年でした。

はやく安心した日常を取り戻したいもので

す。 

社会的養護の新展開 

Ｐ６０～ 

中村 周平 

 前回、ようやくタイトルに沿った内容をお

届けできたのですが、今回私の不手際で

原稿を完成させることができませんでした。

誠に申し訳ありません。次回は皆様に喜

んでいただける内容をお送りできればと

思います。近況報告としては、世間でも頻

繁に話題に上る、ワクチンについていろい

ろと考える日々を送っています。自身の状

況から、一日でも早く接種した方がよいと

思う反面、将来的な副作用についても不

安を感じています。また、打たないという

選択肢が許されない社会の雰囲気にも脅

威を感じつつ、どこかで折り合いをつけな

ければならないなと思っております。 

ノーサイド 

休載 

千葉晃央 

人は所詮、ドーナツ状の生き物と、どこ

かで聞いた。真ん中の穴に何かを入れ込

み、養分を吸い取って生きている。体の内

側も実は外側の皮膚と同じ。つまり体の

内側も外側なのだと。父の死去以降、特

に体を大切にしてきたつもりだったが、

「自分だけは大丈夫！」はあるはずもなか

った。 

突然の体調不良で体内のあちこちから

内視鏡。ポリープを見つけ次第、切除とい

うことになった。食事制限をしてきれいに

体内をみてもらう「何とか液」。これか！私

が廃プラリサイクル施設でよくコンベア上

に流れてきた、「それ」である！こういう出

会い方をするのが、リサイクル職場あるあ

る。廃棄されたものをみて、後から知って

いくパターン。とうとうそのユーザーに私も

なったのだ（たくさんのプラゴミのなかでよ

く見ていたものは、自分もユーザーになっ

ていくのも当たり前か…）。 

自身の体内映像も見ることになったが

映画「ミクロの決死圏」で途中から記憶が

ない。発見！切除！で食事制限、経過観

察を経て今である。1 年後、経過をみるた

めに来てね！といわれた。コロナ禍での

医療現場での様々な配慮にも触れて、感

謝しかなかった。 

こうした書き物をしているときは、口を

動かすと、また集中が継続できる時が多

かった。ガム依存だったが、胃腸につらく

なってきていた。皆さんはどう工夫をして

いるのだろう？そもそも、そんなことをしな

くても皆さんは集中できるのか…。体を動

かすのが好きな自覚はあるので、それに

基づく職業選択をしてきたことを考えると

自分を信頼できる。これから体の変化は

当然で、その変化にどう合わせていくか。

そんなことになってきた数年だった。 

あらためて体内も外側の皮膚と基本同

じ！皮膚に長くくっつけておくことを前提に

養分接種をしたい。皮膚接触をコントロー

ルし、ドーナツ状の生き物としてよりよく生

きよう。 

 

家族支援と対人援助  ちばっち 

chibachi@f2.dion.ne.jp 

090-9277-5049 

障害者福祉援助論 

Ｐ２２～ 
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